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「営農類型別の農業経営モデル」策定に当たって

＜基本的な考え方＞
〇次期計画の実現に向けて、農業指導者等が、経営改善に取り組む農家や
新規就農希望者に対し、具体的なイメージを持って指導等が行えるよう、「営
農類型別の農業経営モデル」を示す。

〇その内容としては、まずは、経営改善に取り組む農家や新規就農希望者
が、地域の担い手として、農業で自立していけるような水準の標準的な経営
モデル（認定農業者レベル）を提示する。

〇また、努力すれば、ここまで頑張れるということを示すため、県内の篤農家
クラスの経営を参考に標準モデルからの発展的な経営モデルを併せて提示
する。

○さらに、現在、県内にはないものの、佐賀農業発展のために将来必要と考
えられる先駆的な経営モデル（佐賀さいこうモデル）も数例提示する。

○この経営モデルは、状況の変化に応じて、随時、更新をしていくものとする。
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各農業経営モデルの関係

佐賀
さいこう
モデル

発展
モデル

標準
モデル

地域の担い手として、農業で自立していけ
るような水準（認定農業者のレベル）

実際に県内の篤農家クラスの経営を参考
に標準モデルから発展した経営モデル（努
力すれば、ここまで頑張れるというレベル）

佐賀農業の発展のために将来必要と考え
られる先駆的な経営モデル（ハードルは高
いが、全国には実在するようなレベル）

認定農業者ではないものの経営改善
に取り組む現役農家

新規就農希望者等

現行可能な水準の
技術体系

標準モデルの技術
を高い次元で駆使、
規模拡大や雇用も

大規模な農地集約、こ
れから開発予定の新技
術、6次化の実践など

県内に
例がある
レベル

（モデルは
現行計画の
営農類型数
をベース）

県内に
例がない
レベル

（数事例）

標準モデル、発展モデルとは
一線を画す、「夢のモデル」

これから、経営改善に取り組もうとしている農家（又はレベル） 4



農業経営モデルの前提条件
項目 前 提 条 件

①目標年次

＜標準モデル＞
取組開始4、5年後
＜発展モデル＞
標準モデルから4、5年後

②所得目標

＜標準モデル＞※
主たる従事者1人当たり400万円程度。副の従事者1人当たり200万円
程度。（1経営体当たり500～700万円）
＜発展モデル＞※
主たる従事者（経営者）1人当たり600～700万円程度。
副の従事者1人当たり250万円程度。（1経営体当たり1,200万円程度）
＜佐賀さいこうモデル＞※
主たる経営者2,000万円（法人経営）以上。

※集落営農法人の場合10a当たりの所得の目安を提示

③労働時間
＜共通＞
年間1人当たり2,000時間以内
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農業経営モデルの前提条件
項目 前 提 条 件

④経営形態

＜標準モデル＞
家族経営（2名＋雇用）、集落営農法人
＜発展モデル＞
家族経営（3名＋雇用）、法人経営（3名＋雇用）、集落営農法人
＜佐賀さいこうモデル＞
家族経営（3or5名＋雇用）、法人経営（3or4名＋雇用）、集落営農法人

⑤単収
過去5ケ年の平均単収をもとに目標単収を設定。なお、「発展モデル」

は、県の共進会や共例会での上位レベル、「佐賀さいこうモデル」は革
新技術等を組み合わせた可能性を踏まえたレベルとして設定。

⑥農産物価格水準
九州農政局佐賀支局（旧佐賀地域センター）及びＪＡ（原則直近5年）
データ等より算出

⑦転作率 40%

⑧小作料 10a当たり18,000円

⑨雇用労賃 1時間当たり860円
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農業経営モデルの前提条件

項目 前 提 条 件

⑩技術水準 ＜標準モデル＞
現行可能な水準の技術体系とする
＜発展モデル＞
現行可能な水準の技術体系とする。
＜佐賀さいこうモデル＞
佐賀県「食」と「農」の振興計画2015の重点項目で開発する技術等
を反映

⑪米・麦・大豆・飼料作物
に係る所得

平成27年7月現在の国の各種支援制度を加えて算定。
ただし、米の直接支払交付金7,500円/10aは30年産米から廃止され
るため、算定には含めていない。

⑫6次化の取組 モデルに応じて反映
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農業経営モデル⼀覧(標準モデルと発展モデル)①

営農類型 モ デ ル の ポ イ ン ト 標準 発展

水田作 米・麦・大豆とたまねぎを組み合わせた水田活用・複合経営 ○ ○

米（・麦）・大豆と複数の露地野菜（たまねぎ、キャベツ）を組み合わせた水田活用・複合経営① ○ ○

米・麦と複数の露地野菜（たまねぎ、レタス）を組み合わせた水田活用・複合経営② ○ ○

アスパラガスを経営の柱とした水田活用・複合経営 ○ ○

中山間地域における軽量野菜を経営の柱とした水田活用・複合経営 ○ ○

山間の冷涼な気候を活かした野菜生産などに取り組む水田活用・複合経営 ○ ○

水田フル活用による米・麦・大豆生産に作業受託を組み合わせた経営 ○

集落機能を活かした米・麦・大豆等の生産に取り組む集落営農法人経営 ○ ○

野菜作 革新的技術や雇用などを取り入れたいちご経営 ○ ○

革新的技術や雇用などを取り入れた施設きゅうり経営 ○ ○

革新的技術や雇用などを取り入れた施設なす経営 ○ ○

革新的技術などを取り入れた施設トマト経営 ○ ○

周年出荷や雇用などを取り入れたこねぎ経営 ○ ○

果樹作 適切な品種の組み合わせや根域制限栽培等を取り入れた露地みかん経営 ○ ○
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農業経営モデル⼀覧(標準モデルと発展モデル)

営農類型 モ デ ル の ポ イ ン ト 標準 発展

果樹作 ハウスみかん等面積の拡大や露地みかん（根域制限栽培）を組み合わせたみかん経営 ○ ○

ﾊｳｽ、ﾄﾝﾈﾙ、露地栽培の適切な組合せや省力化技術の導入等を取り入れたなし経営 ○ ○

なし栽培と施設もも栽培を組み合わせた果樹複合経営 ○ ○

畑作（茶） 需要に応じた多様な茶葉の生産と６次化による茶業経営 ○ ○

花き作 統合環境制御技術や雇用などを取り入れたバラ経営 ○ ○

需要に即した品種や雇用などを取り入れたキク経営 ○ ○

多様な品種の組み合わせなどによるトルコキキョウ経営 ○

畑作（葉た
ばこ）

選別作業の省力化や合理的な輪作体系を取り入れた葉たばこ経営 ○

肉用牛
経営

繁殖成績の向上と自給飼料の確保などに取り組む肉用牛繁殖経営 ○ ○

肉質・枝肉重量の向上と事故率の低減などに取り組む肉用牛肥育経営 ○ ○

繁殖・肥育の一貫化による経営安定化やキャトルステーション利用による省力化に取り
組む肉用牛一貫経営

○ ○

酪農経営 乳量の向上と自給飼料の確保などに取り組む酪農経営 ○ ○

養豚経営 防疫対策の徹底と生産性の向上などに取り組む養豚経営 ○ ○
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農業経営モデル⼀覧(佐賀さいこうモデル)

営農類型 モ デ ル の ポ イ ン ト

野菜作 統合環境制御技術と密植高設栽培を組み合わせた生産性の高いいちご経営

果樹作 高品質みかん周年供給体制の導入による収益性の高いみかん経営

肉用牛経営
繁殖・肥育の一貫化による経営安定化やキャトルステーション利用による省力化に取り組む大規模
な肉用牛一貫経営

水田作 米・麦・大豆と露地野菜を組み合わせた生産性の高い大規模水田農業経営

水田作
共乾施設等を核とした土地利用型作物の効率的生産と収益向上のための園芸生産に取り組む
広域集落営農法人経営



営農類型 水田作（水稲+麦＋大豆＋たまねぎ）

モデルのポイント 米・麦・大豆とたまねぎを組み合わせた水田活用・複合経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ３．５ｈａ
水稲うるち ２．１ｈａ 大麦 １．５ｈａ
大豆 １．３ｈａ たまねぎ ２．０ｈａ

【単収】
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ
大豆 ２５０ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １２，２０２千円
経営費 ８，４８５千円

農業所得 ３，７１７千円
（交付金を含む農業所得 ５，５３３千円）
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 １，５００時間

【経営形態】
法人経営（３名、臨時雇用 １，１８６時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ７ｈａ（＋期間借地 ６ｈａ）
水稲うるち（早期） ２．０ｈａ 大豆 ２．１ｈａ
水稲うるち ２．０ｈａ 大麦 ３．０ｈａ
たまねぎ １０．０ｈａ

【単収】
水稲うるち（早期） ４２０ｋｇ/１０ａ 大豆 ３００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３７０ｋｇ/１０ａ
たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ５２，２３７千円
経営費 ４３，１２４千円
うち雇用労賃 ２，１５０千円

農業所得 ９，１１３千円
（交付金を含む農業所得 １２，６６１千円）
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・農業機械の共同利用による米麦、大豆の省力・低コスト生産
・作物の作付ローテーションによる生産安定
・たまねぎの機械化一貫体系による省力化と規模拡大
・品種・作型の組合せによる労力分散

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・農業機械の共同利用による米麦、大豆の省力・低コスト生産
・作物の作付ローテーションによる生産安定

・たまねぎのコンテナ貯蔵、機械化一貫体系による省力化と規模
拡大
・品種・作型の組合せによる労力分散 11

農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 水田作（水稲＋麦＋大豆＋露地野菜）

モデルのポイント 米（・麦）・大豆と複数の露地野菜を組み合わせた水田活用・複合経営①

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ２．５ｈａ
水稲うるち １．５ｈａ キャベツ ０．５ｈａ
大豆 ０．８ｈａ たまねぎ ２．０ｈａ

【単収】
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ キャベツ ５，０００ｋｇ/１０ａ
大豆 ３００ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １３，３４０千円
経営費 ８，６３９千円
農業所得 ４，７０１千円
（交付金を含む農業所得 ５，３９４千円）
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
法人経営（３名、臨時雇用 ２，９８６時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ７ｈａ（＋期間借地 ６ｈａ）
水稲うるち（早期） ２．０ｈａ 大麦 ３．０ｈａ
水稲うるち ２．０ｈａ キャベツ ２．０ｈａ
大豆 ２．１ｈａ たまねぎ ８．０ｈａ

【単収】
水稲うるち（早期）４２０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３７０ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ キャベツ ５，０００ｋｇ/１０ａ
大豆 ３００ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ５１，５３７千円
経営費 ４０，８７４千円
うち雇用労賃 ２，５８０千円

農業所得 １０，６６４千円
（交付金を含む農業所得 １４，２１２千円）
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・農業機械の共同利用による米麦、大豆の省力・低コスト生産
・作物の作付ローテーションによる生産安定
・露地野菜の機械化による省力化と規模拡大
・品種・作型の組合せによる労力分散
・契約栽培による経営の安定

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・農業機械の共同利用による米麦、大豆の省力・低コスト生産
・作物の作付ローテーションによる生産安定

・たまねぎのコンテナ貯蔵、機械化一貫体系による省力化と規模
拡大
・品種・作型の組合せによる労力分散
・契約栽培による経営の安定
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 水田作（水稲+麦＋れんこん＋たまねぎ）

モデルのポイント 米・麦と複数の露地野菜を組み合わせた水田活用・複合経営②

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １，１６６時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地４５０ａ（自作地３００ａ、借地１５０ａ）
水稲うるち ２８９ａ 大麦 １５０ａ
れんこん １５０ａ
たまねぎ １５０ａ（苗床１１a）

【単収】
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ
れんこん １，５００ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １９，３０６千円
経営費 １２，２９５千円
うち雇用労賃 １，０２３千円

農業所得 ７，０１２千円
（交付金を含む農業所得 ７，７７５千円）
主たる従事者の所得 ５，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ４，４００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地８００ａ（自作地４００ａ、借地４００ａ）
水稲うるち ３５０ａ 大麦 １５０ａ
飼料作物 ８０ａ
れんこん ３５０ａ たまねぎ ３００ａ（苗床２０a）

【単収】
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ
飼料作物 ５，０００ｋｇ/１０ａ
れんこん １，８００ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ４３，２８２千円
経営費 ２８，０８６千円
うち雇用労賃 ３，７８４千円

農業所得 １５，１９６千円
（交付金を含む農業所得 １６，２３９千円）
主たる従事者の所得 １０，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・作物の作付ローテーションによる生産安定
・露地野菜の機械化による省力化
・品種・作型の分散による労力調整
・農業機械の共同利用による米麦の省力・低コスト化

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積
・たまねぎの大型機械導入による省力化と規模拡大
・契約栽培による経営の安定
・農業機械の共同利用による米麦の省力・低コスト化
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 水田作（アスパラガス＋水稲＋麦）

モデルのポイント アスパラガスを経営の柱とした水田活用・複合経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３００ａ
アスパラガス ３５ａ
水稲うるち １３０ａ 水稲もち ５０ａ
小麦 ７０ａ 大麦 １７０ａ

【単収】
アスパラガス ２，５００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ
小麦 ４００ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １１，８４７千円
経営費 ５，９１６千円
うち雇用労賃 ０円

農業所得 ５，９３１千円
（交付金を含む農業所得 ７，１９６千円）
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３００ａ
アスパラガス ５０ａ
水稲うるち １３０ａ 水稲もち ５０ａ
小麦 ７０ａ 大麦 １７０ａ

【単収】
アスパラガス ４，５００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ
小麦 ４００ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２６，６１４千円
経営費 １１，８４８千円
うち雇用労賃 ０円

農業所得 １４，７６６千円
（交付金を含む農業所得 １６，０３１千円）
主たる従事者の所得 ９，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・完熟堆肥投入による土づくりの徹底
・夏場の下温対策による夏芽の収量・品質向上
・農業機械の共同利用による米麦の省力・低コスト化

【経営技術のポイント】
・４．５トン/１０ａどりのための栽培技術の徹底
・連作障害回避のための新技術の導入
・農業機械の共同利用による米麦の省力・低コスト化
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 水田作（ほうれんそう＋水稲）

モデルのポイント 中山間地域における軽量野菜を経営の柱とした水田活用・複合経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １，３７８時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２００ａ
ほうれんそう ５０ａ
水稲うるち １２５ａ

【単収】
ほうれんそう ４，５００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ４５０/１０ａ

【収支等】
粗収益 １３，９１０千円
経営費 ７，７３８千円
うち雇用労賃 １，２１６千円

農業所得 ６，１７２千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ４，６２０時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３００ａ
ほうれんそう １００ａ
水稲うるち ２００ａ

【単収】
ほうれんそう ５，０００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ４５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３０，０５５千円
経営費 １７，９６９千円
うち雇用労賃 ４，０２４千円

農業所得 １２，０８６千円
主たる従事者の所得 ７，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・夏期の土壌水分の適正化と寒冷紗被覆による下温対策
・真空播種機、自動包装機の導入等による省力化
・農業機械の共同利用による米の省力・低コスト生産

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大
・共同作業所による調整作業の省力化
・農業機械の共同利用による米の省力・低コスト生産
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 水田作（パセリ＋レタス＋水稲）

モデルのポイント 山間の冷涼な気候を活かした野菜生産などに取り組む水田活用・複合経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ２，３５１時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２００ａ
パセリ ３０ａ レタス １００ａ
水稲うるち １３０ａ

【単収】
パセリ ２，１００ｋｇ/１０ａ レタス ２，５００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ４５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １５，８５５千円
経営費 １０，８９７千円
うち雇用労賃 ２，０５５千円

農業所得 ４，９５８千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 １０，９０５時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３００ａ
パセリ ５０ａ レタス ６００ａ（延べ）
水稲うるち １５０ａ

【単収】
パセリ ２，５００ｋｇ/１０ａ レタス ２，５００ｋｇ/１０ａ
水稲うるち ４５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ４８，５４１千円
経営費 ３６，６１４千円
うち雇用労賃 ９，４１７千円

農業所得 １１，９２７千円
主たる従事者の所得 ７，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】

・高温期の寒冷紗被覆と冬期の保温対策による高品質安
定生産
・レタスの作型組合せによる労力分散と生産量の確保
・農業機械の共同利用による米の省力・低コスト生産

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大
・レタスの作型組合せによる労力分散と生産量の確保
・農業機械の共同利用による米の省力・低コスト生産
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



農業経営モデル（標準モデル）
営農類型 水田作（水稲＋麦＋大豆＋作業受託）

モデルのポイント 水田フル活用による米・麦・大豆生産に作業受託を組み合わせた経営

標準モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ６ｈａ
水稲うるち ２．６ｈａ 大豆 ２．４ｈａ
水稲もち １．０ｈａ 大麦 ４．２ｈａ
作業受託（防除・収穫） ７．０ｈａ 小麦 １．８ｈａ

【単収】
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 大豆 ２５０ｋｇ/１０ａ
水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ 小麦 ４００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ６，５０５千円
経営費 ６，１３３千円
農業所得 ３７２千円
（交付金を含む農業所得 ５，５４５千円）
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 １，０００時間

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・大型機械化一貫体系による省力・低コスト生産
・品種の組合せによる作期幅拡大と特色ある米づくり
・大豆不耕起播種やアップカットロータリー耕起同時播種など省力技術導入による安定生産
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）
営農類型 水田作（水稲＋麦+大豆（＋露地野菜）

モデルのポイント 集落機能を活かした米・麦・大豆等の生産に取り組む集落営農法人経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
集落営農法人による経営
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ２５．０ｈａ
水稲うるち １０．５ｈａ 小麦 ７．５ｈａ
水稲もち ４．５ｈａ 大麦 １７．５ｈａ
大豆 １０．０ｈａ

【単収】
水稲うるち ５１０ｋｇ/１０ａ 小麦 ４００ｋｇ/１０ａ
水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ
大豆 ２５０ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２４，９１７千円
経営費 ３２，６３３千円
うち構成員への労務費 ８，１００千円

交付金を含む農業所得 ２６，４３６千円
10ａ当たり所得の目安 １０６千円/１０ａ

【経営形態】
集落営農法人による経営
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ３０．０ｈａ
水稲うるち １２．６ｈａ 小麦 ７．０ｈａ
水稲もち ５．４ｈａ 大麦 １４．０ｈａ
飼料用米 ３．５ｈａ 大豆 ８．０ｈａ
キャベツ ３．０ｈａ 玉葱 ６．０ｈａ 苗床 ０．５ｈａ

【単収】
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ 小麦 ４００ｋｇ/１０ａ
水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ
飼料用米 ５４０ｋｇ/１０ａ 大豆 ２５０ｋｇ/１０ａ
キャベツ ４ｔ/１０ａ 玉葱 ５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ６６，１０５千円
経営費 ６１，４３０千円
うち構成員への労務費 １２，５３１千円

交付金を含む農業所得 ４３，７９６千円
10a当たり所得の目安 １４６千円/１０ａ

【経営技術のポイント】
・作物・品種毎の団地化による作業の効率化
・機械・施設の効率的利用による生産コストの低減
・余剰労力を活用した個別部門での園芸作物の導入

【経営技術のポイント】
・集落内での農地の効率的利用
・作物・品種毎の団地化による作業の効率化
・機械・施設の効率的利用による生産コストの低減
・法人での園芸作物導入による組合員の所得向上
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営農類型 野菜作（いちご）

モデルのポイント 革新的技術や雇用などを取り入れたいちご経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ２，３５７時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３０ａ
施設いちご ３０ａ

【単収】
いちご ４，５００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １５，６７４千円
経営費 １０，３３４千円
うち雇用労賃 ２，０２７千円

農業所得 ５，３４０千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 １２，１８９時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地８０ａ
施設いちご ８０ａ

【単収】
いちご ６，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ５５，７２８千円
経営費 ４３，９１９千円
うち雇用労賃 １０，４８２千円

農業所得 １１，８０９千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・肥培管理など基本技術の徹底
・高設育苗による健苗の育成
・光合成促進装置の効果的な使用による収量の向上

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大
・パッケージセンターを活用した調整作業の省力化
・高設栽培の導入による軽作業化
・統合環境制御技術の導入による収量の飛躍的な向上
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 野菜作（施設きゅうり）

モデルのポイント 革新的技術や雇用などを取り入れた施設きゅうり経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １，９３８時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２５ａ
施設きゅうり ２５ａ

【単収】
施設きゅうり ２４ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １６，０８０千円
経営費 １０，５１０千円
うち雇用労賃 １，６６６千円

農業所得 ５，５７０千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ７，３６５時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地５０ａ
施設きゅうり ５０ａ

【単収】
施設きゅうり ３０ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ４０，２００千円
経営費 ２８，４４４千円
うち雇用労賃 ６，３３４千円

農業所得 １１，７５６千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・肥培管理など基本技術の徹底
・作型の組合せによる出荷期間の延長

・多層被覆やヒートポンプの導入など脱石油・省石油
対策の実施
・光合成促進装置の効果的な使用による収量の向上

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大

・統合環境制御技術の導入による収量の飛躍的な
向上
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 野菜作（施設なす）

モデルのポイント 革新的技術や雇用などを取り入れた施設なす経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ６７０時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２５ａ
施設なす ２５ａ

【単収】
施設なす １７ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １３，９８３千円
経営費 ８，５３７千円
うち雇用労賃 ５７６千円

農業所得 ５，４４６千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ３，０７２時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地４５ａ
施設なす ４５ａ

【単収】
施設なす ２１ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３１，０９１千円
経営費 １９，７４２千円
うち雇用労賃 ２，６４２千円

農業所得 １１，３４９千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・肥培管理など基本技術の徹底
・多層被覆や循環扇の導入など省石油対策の実施
・光合成促進装置の効果的な使用による収量の向上

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大
・単為結果品種導入によるホルモン処理作業の軽減

・統合環境制御技術の導入による収量の飛躍的な
向上
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 野菜作（施設トマト）

モデルのポイント 革新的技術などを取り入れた施設トマト経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２５ａ
施設トマト ２５ａ

【単収】
施設トマト １４ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １１，９３５千円
経営費 ６，６８４千円
うち雇用労賃 ０円

農業所得 ５，２５１千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名）
【経営規模・作付体系】
経営耕地５０ａ
施設トマト ５０ａ

【単収】
施設トマト ２０ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２７，０００千円
経営費 １５，１２０千円
うち雇用労賃 ０円

農業所得 １１，８８０千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・肥培管理など基本技術の徹底
・多層被覆や循環扇の導入など省石油対策の実施
・光合成促進装置の効果的な使用による収量の向上

【経営技術のポイント】

・統合環境制御技術の導入による収量の飛躍的な
向上
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 野菜作（こねぎ）

モデルのポイント 周年出荷や雇用などを取り入れたこねぎ経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ８，８００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地８０ａ
こねぎ ８０ａ

【単収】
こねぎ ３，８００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２３，９８６千円
経営費 １７，７４９千円
うち雇用労賃 ７，５６８千円

農業所得 ６，２３６千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ４２，０００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地３００ａ
こねぎ ３００ａ

【単収】
こねぎ ５，０００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １１８，３５０千円
経営費 １０４，１４８千円
うち雇用労賃 ３６，１２０千円

農業所得 １４，２０２千円
主たる従事者の所得 ９，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・肥培管理など基本技術の徹底
・播種期の組合せによる周年出荷体制

【経営技術のポイント】
・雇用を導入した経営規模の拡大
・共同作業所による調整作業の省力化
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 果樹作（みかん）

モデルのポイント 適切な品種の組み合わせや根域制限栽培等を取り入れた露地みかん経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ２，３５０時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ３００ａ
みかん
極早生 ﾏﾙﾁ栽培 １０ａ 根域制限栽培 ２０ａ
早 生 ﾏﾙﾁ栽培 ６０ａ 根域制限栽培 ６０ａ
普 通 ﾏﾙﾁ栽培 １００ａ
不知火 ５０ａ （※いずれも露地）

【単収】
みかん
極早生 ﾏﾙﾁ栽培 ２．２ｔ/１０ａ 根域制限栽培 ３ｔ/１０ａ
早 生 ﾏﾙﾁ栽培 ２．５ｔ/１０ａ 根域制限栽培 ３．５ｔ/１０ａ
普 通 ﾏﾙﾁ栽培 ２．４ｔ/１０ａ
不知火 ２．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２０，４１９千円
経営費 １４，０４２千円
うち雇用労賃 ２，０２１千円

農業所得 ６，３７７千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ２，３８２時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ４２０ａ

みかん
極早生 ﾏﾙﾁ栽培 １０ａ 根域制限栽培 ５０ａ
早 生 ﾏﾙﾁ栽培 ２０ａ 根域制限栽培 １００ａ
普 通 ﾏﾙﾁ栽培 ４０ａ 隔年交互結実栽培 １００ａ
不知火 １００ａ （※いずれも露地）

【単収】
みかん
極早生 ﾏﾙﾁ栽培 ２．２ｔ/１０ａ 根域制限栽培 ３ｔ/１０ａ
早 生 ﾏﾙﾁ栽培 ２．５ｔ/１０ａ 根域制限栽培 ３．５ｔ/１０ａ
普 通 ﾏﾙﾁ栽培 ２．４ｔ/１０ａ 隔年交互結実 ３ｔ/１０ａ
不知火 ２．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３２，１８７千円
経営費 ２０，９１１千円
うち雇用労賃 ２，０４９千円

農業所得 １１，２７６千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】

・労力分散のための極早生、早生、普通、中晩柑を組み合わ
せた経営
・ﾏﾙﾁ栽培、根域制限栽培の導入による高品質果実生産

【経営技術のポイント】
・優良園地の借受による経営規模拡大

・高品質果実の生産が可能となる根域制限栽培割合の増加や隔
年交互結実栽培の導入 24

農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 果樹作（ハウスみかん）

モデルのポイント ハウスみかん等面積の拡大や露地みかん（根域制限栽培）を組み合わせたみかん経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １４２時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ８０ａ
ハウスみかん ６０ａ ハウス不知火 ２０ａ

【単収】
ハウスみかん ５．５ｔ/１０ａ ハウス不知火 ４．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３４，１１０千円
経営費 ２６，８７０千円
うち雇用労賃 １２２千円

農業所得 ７，２４０千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ４９９時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １６０ａ
ハウスみかん ８０ａ ハウス不知火 ３０ａ
露地みかん（根域制限栽培）
極早生 ２０ａ 早生 ３０ａ

【単収】
ハウスみかん ６ｔ/１０ａ ハウス不知火 ４．５ｔ/１０ａ
露地みかん（根域制限栽培）
極早生 ３ｔ/１０ａ 早生 ３．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ５３，４５７千円
経営費 ４１，５７４千円
うち雇用労賃 ４２９千円

農業所得 １１，８８３千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・基本技術管理の徹底と土づくりによる収量の確保
・需要期に応じた加温と温度管理の徹底
・省エネルギー対策による生産コスト削減

【経営技術のポイント】
・雇用労力の確保等による
①施設栽培面積の拡大
②露地みかん（根域制限栽培）の導入
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 果樹作（なし）

モデルのポイント ﾊｳｽ、ﾄﾝﾈﾙ、露地栽培の適切な組合せや省力化技術の導入等を取り入れたなし経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ９３９時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １１０ａ

ハウスなし ５０ａ トンネルなし ４０ａ
露地なし ２０ａ

【単収】
ハウスなし ３ｔ/１０ａ トンネルなし ３ｔ/１０ａ
露地なし ２．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １９，２４０千円
経営費 １２，６１７千円
うち雇用労賃 ８０８千円

農業所得 ６，６２３千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ２，５７５時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ２００ａ

ハウスなし ５０ａ
ハウスなし ジョイント栽培 ５０ａ
トンネルなし ７０ａ 露地なし ３０ａ

【単収】
ハウスなし ３ｔ/１０ａ
ハウスなし ジョイント栽培 ３ｔ/１０ａ
トンネルなし ３ｔ/１０ａ
露地なし ２．５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３６，０３０千円
経営費 ２４，５４７千円
うち雇用労賃 ２，２１５千円

農業所得 １１，４８３千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・土づくり、樹勢維持等の基本管理技術の徹底
・計画的な改植による安定生産

・労力分散のためのハウス、トンネル、露地栽培を組み合わせ
た経営の実践
・露地栽培での高品質高単収品種「あきづき」導入

【経営技術のポイント】

・省力技術（ジョイント栽培）の導入や雇用労力の確保等によ
る経営規模の拡大
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 果樹作（なし＋施設もも）

モデルのポイント なし栽培と施設もも栽培を組み合わせた果樹複合経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ７４８時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １１０ａ

ハウスなし ４０ａ トンネルなし ４０ａ
露地なし ２０ａ ハウスもも １０ａ

【単収】
ハウスなし ３ｔ/１０ａ トンネルなし ３ｔ/１０ａ
露地なし ２．５ｔ/１０ａ ハウスもも ２．４ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １８，２５０千円
経営費 １１，４２４千円
うち雇用労賃 ６４３千円

農業所得 ６，８２６千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 １，３４７時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １８０ａ

ハウスなし ３０ａ
ハウスなし ジョイント栽培 ２０ａ
トンネルなし ７０ａ 露地なし ３０ａ
ハウスもも ３０ａ

【単収】
ハウスなし ３ｔ/１０ａ
ハウスなし ジョイント栽培 ３ｔ/１０ａ
トンネルなし ３ｔ/１０ａ 露地なし ２．５ｔ/１０ａ
施設もも ２．４ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２８，５３６千円
経営費 １７，３２７千円
うち雇用労賃 １，１５８千円

農業所得 １１，２０９千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・土づくり、樹勢維持等の基本管理技術の徹底
・計画的な改植更新による安定生産
・ハウスもも栽培の導入

【経営技術のポイント】
・雇用労力の確保等による経営規模拡大
・ハウスなしにおける省力技術ジョイント栽培の導入
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 畑作（茶）

モデルのポイント 需要に応じた多様な茶葉生産と６次化による茶業経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １，２００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ４００ａ
茶 ４００ａ

【単収】
茶 １００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 １４，４００千円
経営費 ８，９５２千円
うち雇用労賃 １，０３２千円

農業所得 ５，４４８千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ７，４００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ９００ａ
茶 ９００ａ

【単収】
かぶせ茶 １００ｋｇ/１０ａ
粉末茶原料（一番茶） １００ｋｇ/１０ａ
紅茶（二番茶） １００ｋｇ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ４６，２５０千円
経営費 ３３，７３９千円
うち雇用労賃 ６，３６４千円

農業所得 １２，５１１千円
主たる従事者の所得 ７，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・高品質なかぶせ茶の生産割合８０％
・適期摘採と高い加工技術の取得
・生産基盤の整備と機械化による省力化

【経営技術のポイント】

・生産基盤整備や省力機械の導入、雇用労力の確保等
による大規模経営の確立
・高品質なかぶせ茶の生産割合９４％
・高級粉末茶や紅茶等需要の高い茶葉の生産
・仕上げ茶の販売（６次化）
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 花き作（バラ）

モデルのポイント 統合環境制御技術や雇用などを取り入れたバラ経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、常時雇用 ３人）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ４０ａ
バラ ４０ａ

【単収】
バラ ８４，０００本/１０ａ

【収支等】
粗収益 ３３，６００千円
経営費 ２７，７７２千円
うち雇用労賃 ５，５３５千円

農業所得 ５，８２８千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、常時雇用 １０人）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １００ａ
バラ １００ａ

【単収】
バラ ９０，０００本/１０ａ

【収支等】
粗収益 ９０，０００千円
経営費 ７７，４３１千円
うち雇用労賃 １７，２７７千円

農業所得 １２，５６９千円
主たる従事者の所得 ７，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・統合環境制御温室の導入による施設管理の合理化
・需要動向に即した品種の導入
・生産安定・省力化のためのロックウール栽培導入

【経営技術のポイント】
・雇用労力の確保等による大規模経営
・育苗ハウスを活用した大苗定植による生産の効率化
・養液循環システムの導入による肥料コスト削減
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 花き作（キク）

モデルのポイント 需要に即した品種や雇用などを取り入れたキク経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ４，４００時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ５０ａ
キク ５０ａ

【単収】
キク ９０，０００本/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２７，０００千円
経営費 ２１，０７０千円
うち雇用労賃 ４，１２８千円

農業所得 ５，９３０千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、常時雇用 ４人）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ８０ａ
キク ８０ａ

【単収】
キク ９０，０００本/１０ａ

【収支等】
粗収益 ４６，８００千円
経営費 ３６，３０２千円
うち雇用労賃 ６，６０５千円

農業所得 １０，４９８千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・需要動向に即した品種の導入
・適正な電照と温度管理、土づくりの徹底
・直挿しや潅水同時施肥等による省力化

【経営技術のポイント】
・雇用労力の確保による経営規模拡大
・耐候性ハウスの導入による周年安定生産
・周年出荷による市場からの信頼度向上
・自動選花機等省力機械の整備による低コスト・省力化
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 花き作（トルコギキョウ）

モデルのポイント 多様な品種の組み合わせなどによるトルコキキョウ経営

標準モデル

【経営形態】 【経営規模・作付体系】 【単収】
家族経営（２名、臨時雇用 ３，５１５時間） 経営耕地 ５０ａ トルコキキョウ ５０ａ ２５，５００本/１０ａ
【収支等】
粗収益 １６，５７５千円 経営費 １１，０４７千円（うち雇用労賃 ３，０２３千円）
農業所得 ５，５２９千円 主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・需要動向に即した品種の導入 ・適正管理と土づくりの徹底 ・光合成促進装置の効果的な使用による高品質化

31

営農類型 畑作（葉たばこ）

モデルのポイント 選別作業の省力化や合理的な輪作体系を取り入れた葉たばこ経営

標準モデル

【経営形態】 【経営規模・作付体系】 【単収】
家族経営（２名、臨時雇用 １，２５０時間） 経営耕地 ３５０ａ 葉たばこ ３５０ａ ２５０ｋｇ/１０ａ
【収支等】
粗収益 １７，８６８千円 経営費 １１，１５６千円（うち雇用労賃 １，０７５千円）
農業所得 ６，７１１千円 主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・共同乾燥、受委託乾燥による選別作業の省力化 ・耕種的防除、土壌消毒等による病害虫対策の徹底
・合理的な輪作体系の確立

農業経営モデル（標準モデル）
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営農類型 肉用牛経営（和牛繁殖＋飼料作）

モデルのポイント 繁殖成績の向上と自給飼料の確保などに取り組む肉用牛繁殖経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名）
【経営規模・作付体系】
繁殖牛（経産牛）５０頭（子牛出荷４０頭）
飼料作物 延べ８．８ｈａ
稲わら収集 １１ｈａ

【収支等】
粗収益 ２０，５３０千円
経営費 １４，８１８千円
うち雇用労賃 ０千円

農業所得 ５，７１２千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名）
【経営規模・作付体系】
繁殖牛（経産牛）１００頭（子牛出荷８４頭）
飼料作物 延べ１７ｈａ
稲わら収集 ２０ｈａ

【収支等】
粗収益 ４２，７０９千円
経営費 ３１，４４５千円
うち雇用労賃 ０千円

農業所得 １１，２６４千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・子牛生産率及び出荷率の向上
・肥育素牛育成基本プログラムの実践
・良質粗飼料の低コスト生産
・フリーバーン等を利用した省力管理

【経営技術のポイント】
・子牛生産率及び出荷率の向上
・肥育素牛育成基本プログラムの実践
・耕畜連携による良質粗飼料の確保
・フリーバーン等を利用した省力管理
・超早期母子分離による分娩間隔短縮
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



営農類型 肉用牛経営（和牛肥育）

モデルのポイント 肉質・枝肉重量の向上と事故率の低減などに取り組む肉用牛肥育経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １９８時間）
【経営規模・作付体系】
肥育牛１５０頭（出荷９５頭）
飼料作物 延べ０．１３ｈａ
稲わら収集 １５ｈａ

【収支等】
粗収益 ９１，６０２千円
経営費 ８５，７８７千円
うち雇用労賃 １９７千円

農業所得 ５，８１５千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 １，７７６時間）
【経営規模・作付体系】
肥育牛３５０頭（出荷２２２頭）
飼料作物 延べ２．６ｈａ
稲わら収集 ３５ｈａ

【収支等】
粗収益 ２１３，７３９千円
経営費 ２０２，５７２千円
うち雇用労賃 ２，８６２千円

農業所得 １１，１６７千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・飼料給与基本プログラムの実践
・耕畜連携による稲わら等の確保
・管理・観察の徹底による事故率の低減

【経営技術のポイント】
・飼料給与基本プログラムの実践
・耕畜連携による稲わら等の確保
・管理・観察の徹底による事故率の低減
・自動給餌機などの導入による省力化
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）
営農類型 肉用牛経営（肉用牛一貫）

モデルのポイント 繁殖・肥育の一貫化による経営安定化やキャトルステーション利用による
省力化に取り組む肉用牛一貫経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ３７５時間）
【経営規模・作付体系】
肥育牛１００頭（出荷６５頭）
繁殖牛（経産牛）１５頭（子牛生産１２頭）
飼料作物 延べ ２．２ｈａ
稲わら収集 １０．６ｈａ

【収支等】
粗収益 ６１，６８０千円
経営費 ５５，９４６千円
うち雇用労賃 ０千円

農業所得 ５，７７３千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 ５９５時間）
【経営規模・作付体系】
肥育牛１７０頭（出荷１０９頭）
繁殖牛（経産牛）６５頭（子牛生産５４頭）
飼料作物 延べ １２．０ｈａ
稲わら収集 １７．０ｈａ

【収支等】
粗収益 １０２，３７３千円
経営費 ９０，６６３千円
うち雇用労賃 ５９５千円

農業所得 １１，７１０千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・一貫経営による経営安定化
・飼料給与基本プログラムの実践
・キャトルステーション利用による省力化
・耕畜連携による良質粗飼料の確保
・超早期母子分離による分娩間隔短縮

【経営技術のポイント】
・一貫経営による経営安定化
・飼料給与基本プログラムの実践
・キャトルステーション利用による省力化
・耕畜連携による良質粗飼料の確保
・フリーバーン等を利用した省力管理
・超早期母子分離による分娩間隔短縮 34



営農類型 酪農経営（酪農＋飼料作）

モデルのポイント 乳量の向上と自給飼料の確保などに取り組む酪農経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 １５６時間）
【経営規模・作付体系】
経産牛４０頭（搾乳牛３５頭）
年間搾乳量８，６００ｋｇ／頭
飼料作物 延べ８ｈａ
耕畜連携による ＷＣＳ収集面積４ｈａ

【収支等】
粗収益 ３１，４２９千円
経営費 ２５，５９６千円
うち雇用労賃 ２５１千円

農業所得 ５，８３３千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、臨時雇用 １８３時間）
【経営規模・作付体系】
経産牛１００頭（搾乳牛８７頭）
年間搾乳量８，６００ｋｇ／頭
飼料作物 延べ２４ｈａ
耕畜連携による ＷＣＳ収集面積８ｈａ

【収支等】
粗収益 ７７，５７８千円
経営費 ６５，６４７千円
うち雇用労賃 ２９４千円

農業所得 １１，９３１千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・良質粗飼料の低コスト生産
・耕畜連携による稲ＷＣＳの生産
・雌雄判別技術活用による後継牛確保
・受精卵移植による黒毛和種子牛生産

【経営技術のポイント】
・良質粗飼料の低コスト生産

・フリーバーンやミルキングパーラー方式による搾乳など
の省力化
・耕畜連携による稲ＷＣＳの生産
・雌雄判別技術活用による後継牛確保
・受精卵移植による黒毛和種子牛生産
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）

営農類型 養豚経営（養豚一貫）

モデルのポイント 防疫対策の徹底と生産性の向上などに取り組む養豚経営

標準モデル 発展モデル

【経営形態】
家族経営（２名、臨時雇用 ２，２２４時間）
【経営規模・作付体系】
母豚１３０頭（肉豚出荷２，８４０頭）

【収支等】
粗収益 １０８，５９１千円
経営費 １０１，９６８千円
うち雇用労賃 １，４４０千円

農業所得 ６，６２３千円
主たる従事者の所得 ４，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営形態】
家族経営（３名、常時雇用１名、臨時雇用６５２時間）
【経営規模・作付体系】
母豚２２０頭（肉豚出荷４，８０７頭）

【収支等】
粗収益 １８３，７７０千円
経営費 １７２，５６１千円
うち雇用労賃 ３，４３２千円

農業所得 １１，２０９千円
主たる従事者の所得 ６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・優良系統種豚の計画的導入
・人工授精技術等を利用した子豚生産率の向上
・防疫対策等の強化による事故率の低減
・未利用資源等を利用した低コスト生産

【経営技術のポイント】
・優良系統種豚の計画的導入
・人工授精技術等を利用した子豚生産率の向上
・防疫対策等の強化による事故率の低減

・グループ管理システムの導入による作業の省力
化・低コスト生産
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農業経営モデル（標準モデルと発展モデル）



農業経営モデル（佐賀さいこうモデル）
営農類型 野菜作（いちご）

モデルのポイント 統合環境制御技術と密植高設栽培を組み合わせた生産性の高いいちご経営

佐賀さいこうモデル

【経営形態】
家族経営

（３名、常時雇用７名、臨時雇用２６，２４５時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地２００ａ
いちご ２００ａ

【単収】
いちご １０ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ２億円
経営費 １６０，２４０千円
うち雇用労賃 ３４，６０６千円

農業所得 ４５，３９４千円
主たる従事者の所得 ３５，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・統合環境制御技術の導入による飛躍的な収量向上
・密植高設栽培システムの導入による軽作業化と収量
向上
・春先の下温対策や四季なりいちごの導入などによる
収穫期間の延長
・育苗センターやパッケージセンター活用による作業の
分業化
・雇用の積極的導入による規模拡大

37統合環境制御と密植高設栽培を組
み合わせたいちご栽培 いちごパッケージセンター

農業経営モデル（佐賀さいこうモデル）
営農類型 果樹作（ハウスみかん＋露地みかん）

モデルのポイント 高品質みかん周年供給体制の導入による収益性の高いみかん経営

佐賀さいこうモデル

【経営形態】
家族経営（５名、臨時雇用 ８，８２０時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ５００ａ

ハウスみかん ２００ａ
露地みかん
早生 根域制限栽培 １００ａ
普通 隔年交互結実栽培 １００ａ
ハウス不知火 １００ａ

【単収】
ハウスみかん ６ｔ/１０ａ
露地みかん
早生 根域制限栽培 ３．５ｔ/１０ａ
普通 隔年交互結実 ３ｔ/１０ａ

ハウス不知火 ４．５ｔ/１０ａ
【収支等】
粗収益 １５９，１５０千円
経営費 １２６，９２５千円
うち雇用労賃 ７，５８５千円
農業所得 ３２，２２５千円

主たる従事者の所得 ２０，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】

・３世代経営と雇用労力の確保によるハウス栽培を中心とし
た大規模経営
・基本技術管理の徹底と土づくりによる収量の確保
・需要期に応じた加温と温度管理の徹底
・適切な省エネルギー対策による生産コスト削減

・根域制限栽培、隔年交互結実栽培の導入による高品質果
実の生産

・ハウス（温州みかん、中晩柑）と露地みかんを組み合わせ
た周年供給体制の確立

省エネ装置導入ハウスみかん栽培 温州みかん根域制限栽培

ハウス不知火栽培 38



農業経営モデル（佐賀さいこうモデル）
営農類型 肉用牛経営（肉用牛一貫）

モデルのポイント 繁殖・肥育の一貫化による経営安定化やキャトルステーション利用による省力化
に取り組む大規模な肉用牛一貫経営

佐賀さいこうモデル

【経営形態】
法人経営（４名、常時雇用８名、臨時雇用１，６１９時間）
【経営規模・作付体系】
肥育牛１，０００頭（出荷６３４頭）
繁殖牛（経産牛）２００頭（子牛生産１６９頭）
飼料作物 延べ ４０ｈａ
稲わら収集 １，０００ｈａ

【収支等】
粗収益 ６０４，８３９千円
経営費 ５７１，０８８千円
うち雇用労賃 ２８，４０１千円

農業所得 ３３，７５１千円
主たる従事者の所得 ２０，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・一貫経営による経営安定化
・飼料給与基本プログラムの実践
・キャトルステーション利用による省力化
・耕畜連携による良質粗飼料の確保
・肥育回転率の向上と事故率の低下
・自動給餌機などの導入による省力化
・フリーバーン等を利用した省力管理
・超早期母子分離による分娩間隔短縮
・子牛生産率の向上

・肥育素牛の自給に取り組むことで、肥育素牛が安定的
に供給

→

キャトルステーションに預託
９か月間

預託後自分の農場で肥育
１８．５か月間

繁殖牛を飼養し子牛を生産

→
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農業経営モデル（佐賀さいこうモデル）
営農類型 水田作（水稲＋麦＋大豆＋露地野菜）

モデルのポイント 米・麦・大豆と露地野菜を組み合わせた生産性の高い大規模水田農業経営

佐賀さいこうモデル

【経営形態】
法人経営（３名、常時雇用２名、臨時雇用 ７，０７８時間）
【経営規模・作付体系】
経営耕地 ２０ｈａ
水稲うるち １０ｈａ 大麦 ５ｈａ
飼料用米 ４ｈａ キャベツ ５ｈａ
大豆 ３．３ｈａ たまねぎ １０ｈａ

【単収】
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ 大麦 ３７０ｋｇ/１０ａ
飼料用米 ５４０ｋｇ/１０ａ キャベツ ５ｔ/１０ａ
大豆 ３００ｋｇ/１０ａ たまねぎ ５ｔ/１０ａ

【収支等】
粗収益 ８１，６６７千円
経営費 ６６，５５４千円
うち雇用労賃 ９，５２７千円

農業所得 １５，１１３千円（交付金を含む農業所得 ２４，７００千円）
主たる従事者の所得１６，０００千円
主たる従事者の労働時間 ２，０００時間

【経営技術のポイント】
・農地の面的集積による生産の効率化
・農業機械の共同利用による米麦、大豆の
省力・低コスト生産
・作物の作付ローテーションによる生産安定
・露地野菜の機械化による省力化と規模拡大
・年間労働配分を考えた作目、品種、作型の
組合せ

・契約栽培による経営の安定
・雇用労働力を生かした企業的労務管理の実施

さがびよりの収穫 収穫時期を迎えた大麦
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大型収穫機によるたまねぎの収穫



農業経営モデル（佐賀さいこうモデル）

モデルのポイント 共乾施設等を核とした土地利用型作物の効率的生産と収益向上のための園芸生産に
取り組む広域集落営農法人経営

佐賀さいこうモデル

【経営形態】
広域集落営農法人
【経営規模・作付体系】
経営耕地 １５０ｈａ
水稲うるち １０５ｈａ 水稲もち ２７ｈａ
飼料用米 １５ｈａ
大麦 ７９ｈａ 小麦 ３６ｈａ
大豆 ４３．２ｈａ
キャベツ １０ｈａ
たまねぎ ２５ｈａ 苗床 １．８ｈａ

【単収】
水稲うるち ５２０ｋｇ/１０ａ 水稲もち ５４０ｋｇ/１０ａ
飼料用米 ５４０ｋｇ/１０ａ
大麦 ３５０ｋｇ/１０ａ 小麦 ４００ｋｇ/１０ａ
大豆 ２５０ｋｇ/１０ａ
キャベツ ４ｔ/１０ａ
たまねぎ ５ｔ/１０ａ

【収益性】
粗収益 ３２１，３６０千円
経営費 ２６５，７３１千円
うち構成員への労務費 ５７，４７６千円

農業所得 ５５，６３０千円
（交付金を含む農業所得 ２２４，４６８千円）
１０ａ当たり所得の目安 １５０千円

【経営技術のポイント】
・スケールメリットを活かした法人運営コストの低減
・作物・品種毎の団地化による作業の効率化
・機械・施設の効率的利用による生産コストの低減
・園芸作物の導入による所得向上
・地域内の雇用の場の創出
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営農類型 水田作（水稲＋麦＋大豆＋露地野菜）

共乾施設等を核とした作付・品種の団地化


